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2020 年３月 30 日 

阪和興業株式会社 

 

インドネシア徳信鋼鉄有限公司への出資参画の件 

 

阪和興業株式会社（以下、当社）は、中華人民共和国・徳龍鋼鉄グループが、

同 ・ 青 山 実 業 グ ル ー プ の 上 海 鼎 信 集 団 及 び INDONESIA MOROWALI 

INDUSTRIAL PARK との合弁で設立されたインドネシア・中部スラウェシ州モ

ロワリ県所在の高炉一貫普通鋼メーカーである徳信鋼鉄有限公司に対し 10％の

持分比率で出資参画を行いました。また、2020 年 3 月 29 日には第一高炉の出

銑に成功致しましたのでお知らせ致します。 

 

 

【徳信鋼鉄有限公司の概要】 

社名     徳信鋼鉄有限公司（英語名：PT DEXIN STEEL INDONESIA） 

所在地    インドネシア共和国 中部スラウェシ州 

設立     2017 年 8 月 

事業内容   高炉一貫普通鋼製造 

生産能力   350 万トン(予定) 

製品内容   スラブ、ビレット、丸棒、線材 

稼働予定   第 1 高炉 2020 年 3 月 

       第 2 高炉 2020 年 5 月 

【工場外観】  

 



 

 
【2020 年 3 月 29 日 第一高炉 出銑の模様】   

 

 

同社が立地する中部スラウェシ州モロワリ県の工業園区である Indonesia 

Morowali Industrial Park では、青山実業グループが投資するニッケル銑鉄及び

ステンレス精錬と圧延工場（熱延能力 300 万㌧）の他、電気自動車向けの二次

電池の正極材に必要なニッケル及びコバルトの化合物を製造するプロジェクト

など事業展開を図っており、当社も一部出資参画を行っています。 

 

本プロジェクトも同工業園区内に建設され既存インフラを活用した製鉄所とな

ります。販売面では現在インドネシアが輸入している鉄鋼半製品 500～600 万ト

ンの代替需要の捕捉を中心に一部輸出も目指しています。当社の取組みとして

は、最低 100 万トンの製品・半製品を取扱う他、合金鉄等の製鉄原料の供給に

も貢献してまいります。 

尚、同プロジェクトには生産能力をさらに 500 万トンへ増強する計画がありま

す。 

 

当社は、これらの投資を通じて成長する市場での供給能力を拡充し、増加する需

要に対応しながら地域の発展に貢献していきたいと考えています。 

また、当社は中期経営計画でも「第二の阪和を東南アジアに」をコンセプトに地

域戦略を推し進めており、これらのプロジェクトがその一翼を担っていくもの

と期待しています。 

 

以 上 

本件に関する問い合わせ先 

阪和興業株式会社 東京本社 秘書室広報課 

TEL 03-3544-2000 


